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こどもパートナー講座
こどもサポーター（こころ支援）講座
教育支援人材育成講座（一般社団法人教育支援人材認証協会）
１．はじめに
　２００８年から２０１０年度まで文部科学省の
支援を受けて進められてきた教育支援人材育成講
座は，２０１１年６月に設立された一般社団法人
教育支援人材認証協会（汐見副理事長）に引き継
がれ，２０１１年度からは「こどもパートナー」
および「こどもサポーター」の認証がスタートし
た。本学においては瀧口，増田が社団法人の運営
委員などを引き受けながら学内の講座をおこなっ
てきている。
　２０１１年度は「こどもパートナー」と小学校
英語指導法における「こどもサポーター（外国語
活動）」，子育て広場特論における「こどもサポー
ター（子育て支援）」の開講と小平市・小金井市・
国分寺市の三市連携の講座において「こどもサ
ポータ （ー特別支援）」の各講座に協力をしてきた。
　２０１２年度は上記の講座を引き継ぎながら，
年度末の２月に市民向けに「こどもパートナー」
及び「こどもサポーター（こころ支援）」を実施
した。
２．各講座の内容について
①「こどもサポーター（外国語活動）」
　（＋こどもパートナー）
　後期子ども学部に置かれている「小学校英語指
導法」受講者に対して，授業を受講して申請すれ
ば一般社団法人教育支援人材認証協会の「こども
サポーター（外国語活動）」の認証が得られるこ
とを授業の冒頭で説明し，合わせてこの認証の主
旨を伝えた。９０分授業で１５コマのうち９コマ
を指定してその受講を確認した。一部欠席した学
生にはそれ以外の授業への受講をもって申請資格
が得られるようにした。受講者は５０人ほどで
あったがそのうち１５名が申請している。
②「こどもサポーター（子育て支援）」
　（＋こどもパートナー）
　通年科目として短期大学の教養教育科目に置か
れている「子育て広場特論」（以下「特論」）も，
上記の小学校英語指導法と同じように学生への説
明と申請用紙の配布，回収及び認証協会への手続
きなどを行った。「特論」の受講生はほぼ保育科
の学生で，認証資格の取得には積極的であった。
昨年度受講生は４０名ほどであるが，３５名が認
証の申請を行っている。
③「こどもサポーター（こころ支援）」
　（＋こどもパートナー）
　不登校やひきこもりなど，現代の若者をとりま
くこころの状況は決して良好とはいえない。そこ
で昨年度から課題になっていた講座を一般対象に
２月に実施した。受講料５, ０００円であったが
３０名を超える受講があった。
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２月４日（月）
講座Ⅰ　認証制度について及び支援者論　　　　　　　　　　　　瀧口　優　白梅学園短期大学
講座Ⅱ　こども・青年のこころの理解　　　　　　　　　　　　　尾久裕紀　白梅学園大学
講座Ⅲ　こどもサポーター（こころ支援）における支援のあり方　瀧口　優　白梅学園短期大学
２月８日（金）
講座Ⅳ　子どもの理解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田修治　白梅学園大学
講座Ⅴ　子どもを取り巻く環境の理解　　　　　　　　　　　　　成田弘子　白梅学園大学
講座Ⅵ　子どもの接し方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗原淳一　白梅学園大学
２月９日（土）
講座Ⅶ　子ども・青年に関する社会制度や法制度の理解　　　　　長谷川俊雄　白梅学園大学
講座Ⅷ　不登校・ひきこもりとは何か　　　　　　　　　　　　　長谷川俊雄　白梅学園大学
講座Ⅸ　不登校・ひきこもりへの対応　　　　　　　　　　　　　長谷川俊雄　白梅学園大学
３．まとめとして
　２０１３年度は２０１２年度を踏まえて，授業
内での講座実施と学外者を対象とした講座の実施
を目標とする。なお必要に応じてその他のサポー
ターについても講座を開講したい。
（文責：瀧口）
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